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研究成果の概要（和文）：第一に、自転車交通及び自転車・歩行者混合交通の交通現象や利用者
満足度を分析し、自転車・歩行者の分離基準と自転車走行空間のサービス水準を提案した。第
二に、海外の評価手法の適用性を検討したうえで、利用主体別、時間帯・目的別に自転車通行
帯を評価するチェックリスト方式の Bicycle Compatibility Checklist（BCC）を開発した。こ
れを用いて自転車対応型道路の先進事例を評価した結果、自転車道と自転車レーンは概ね良好
な整備がなされていることがわかった。最後に、自転車交通計画の目標像を明確にして自転車
対応型道路の整備計画方針を作成した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The evaluation method for bicycle road space are needed in order to construct the 
appropriate bicycle road space. First, the evaluation method of level-of-service for the 
shared use sidewalks is developed. And then the evaluation method of bicycle lane using 
bicycle users’ satisfaction is developed and the service level of bicycle lane is proposed. 
Second, the Bicycle Compatibility Checklist is developed and the precedent bicycle 
friendly space are evaluated using this Checklist. Finally the strategy for building 
bicycle road space is proposed. 
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１．研究開始当初の背景 
自転車はこれまで交通計画の上で正当な位

置付けを与えられてこなかった。しかし 2007
年 6 月の道路交通法改正により自転車の原則

車道通行が確認され、これを受けて国交省「自
転車のあり方懇談会」で自転車通行帯整備の
推進が打ち出されるに至った。一方、学術研
究面では、土木学会土木計画学研究委員会の
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自転車歩行者小委員会（H16～H19）が既存研
究を体系的に整理した上で、自転車道整備に
関わる評価手法が欧米に比べて著しく立ち遅
れていることを明らかにした。 
 
２．研究の目的 

本研究は、自転車通行帯整備を推進する上
で最も必要とされているにもかかわらず研究
蓄積の少ない自転車通行帯整備の評価手法を
確立することを目的とする。 
(1)自転車対応型道路整備に関して、各地で出
現している先進事例を定性的に評価し、「ある
べき姿」を明確化する。 
(2)自転車対応型道路の評価手法・サイクルレ
ビューシステムを確立する。 
(3)自転車対応型道路の整備計画指針と整備
プログラム・合意形成等政策戦略を立案する。 
 
３．研究の方法 
(1)先行事例を視察し、定性的評価を行うこと
により自転車対応型道路の「あるべき姿」の
共通項を見出す。さらに、事例の交通特性を
取りまとめ、定性的に評価する。 
(2)サイクルレビューシステムを構成する個
別手法（事前評価手法[錯綜手法等]、事後評
価手法[Cycle Audit 等]、改善案）を構築す
る。 
(3)得られた個別手法を全体システムとして
構成し、サイクルレビューシステムとして確
立する。 
 
４．研究成果 
(1)錯綜分析に基づく自転車走行空間の評価 
自転車通行空間の評価を安全性の面からお

こなうため、自転車交通、自転車・歩行者交
通の錯綜現象を分析した。具体的には、滋賀
県草津市内の市道を調査地点とし、歩道上お
よび自転車道上の自転車交通を歩道橋上から
ビデオカメラにより撮影した。 
 まず、自動車交通の錯綜現象を対象に用い
られている TTC 指標を適用し、自転車の回避
行動との関係をみた。表 1に結果の例を示す。
これにより、TTC 指標の値によって自転車相
互の錯綜現象の危険性を判断する場合には、
おおむね 0.4～0.5 秒以下の場合を危険な状
況と判断できることが示された。 
 

表 1  TTC 指標の値と回避行動との関係 

回避行動 

TTC 指標 観測件数 ハンドル

操作 
減速・停止

0.2 秒以下 3 大 大 

0.2～0.3 秒 9 大・中 - 

0.3～0.4 秒 9 中 小 

0.4～0.5 秒 4 小 小 

0.5 秒以上 5 小 - 

 次に、自転車・歩行者の占有空間にもとづ
き、交通密度と錯綜現象の発生件数との関係
をみた。図 1に結果の例を示す。このように、
自転車・歩行者交通量と通行空間の幅員から
交通密度を算定することにより、錯綜現象の
発生件数による安全性評価をおこなうことが
できることが示された。 

 

図 1 交通密度と錯綜現象との関係 

 
 これらにより、錯綜現象の発生件数を減少
させるために必要な自転車通行空間の幅員や、
自転車・歩行者の分離を検討するための知見
を得ることができた。 
 
(2)歩行者・自転車交通の分離基準の作成 
歩行者・自転車混在交通の交差回数の推定

方法をもとにして，危険感に影響を与える回
避幅の影響を考慮できる交錯指標を用いた評
価方法を開発した。 
 自転車歩行者の方向別交通量と速度、幅員
を用いて歩行者・自転車の不快度との関係を
明らかにすることで、歩行者・自転車の分離
必要度を測る尺度を明確にすることができた
点に重要性があり、自転車空間整備の緊急度
と分離効果を計る科学的で定量的な基準とし
て活用されることが期待できる。 
 
(3)自転車レーンのサービス水準の設定 
自転車利用者の満足度を用いて自転車走行

環境を評価し、自転車レーンのサービス水準
を設定した。 
まず、道路交通環境（レーン幅員、第一車

線幅員、第一車線自動車交通量、第一車線自
動車速度、大型車混入率、車線数、レーン端
と自動車の間隔）が異なる 23 地区の自転車走
行環境を、8人の被験者が期間をおいて 10 回
程度の走行を繰り返すことで満足度データを
収集し、交通環境と満足度の関係を分析して
満足度モデルを構築した。 
次に、構築した満足度モデルを用いてさま

ざまな道路状況における自転車レーン走行環
境のサービス水準を設定した（表 2）。これに
より、利用者の満足度指標を用いて自転車レ
ーンを評価することが可能となった。 
 



       表 2 自転車レーンのサービス水準

車線幅（ｍ）速度（ｋｍ/時）交通量（台/時） 大型車混入率
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(4)海外の評価システムの適用性の検討 
 チェックリスト方式によるレビューシステ
ムを用意しているイギリス、オーストラリア
のシステムをベースに、評価項目を主観・客
観別に整理した上で、道路施設、評価項目別
に分類した。安全性に特化したイギリス、快
適性・利便性に特化したオーストラリアの評
価項目を統合し連続性、直接性、快適・利便
性、安全性の５分類計 49 項目からなるレビュ
ーシステムを構築した。これを国内６箇所の
事例に適用した結果、自転車道は、自転車レ
ーンに比べて若干評価が高くなるものの、い
ずれのタイプでも交差点部における評価（直
接性、快適性、利便性）が低くなった。 

この理由として、日本における車道上自転
車走行施設では安全性が重視されており、単
路区間における走行空間の分離は一定の成果
があったものの、交差点では十分な時空間の
制御方法がまだ確立していないためである。
また、自動車の走行速度抑制策も十分に用意
されていないため、結果として歩道走行が常
態化しているものと考えられる。 

次に、アメリカ、デンマークで使われてい
る自転車 LOS（Level of Service）の評価式
をベースに、自転車の安全性を個別課題とし
て取り上げた。アメリカの自転車 LOS モデル
は、元来、自転車事故推定モデルとして発展
してきたもので、空間属性と安全性との関係
が明確化されることで、客観的な自転車走行
空間の評価が可能となる。分析では兵庫県の
幹線道路を対象に H17 年道路交通センサスデ
ータを用い、道路区間の交通・道路条件を説
明変数として事故件数を目的変数とする回帰
分析を行った。モデル推定の結果、車両交通
量、自転車交通量とも有意な係数が得られ、
道路条件では「幅員 5.5m 以上の信号なし交差
点密度」のみが 5%有意な結果が得られた。自
転車事故は、歩道の有無とは関係なく、交通
量や無信号交差点の数に依存することから、
車道走行の推奨や、交差点などの特定区間に

おける安全対策メニューの確立が重要である
ことが示唆された（図 2）。対策メニューが具
体化され、サイクルレビューシステムに組み
込むことで精度向上が期待できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 自転車事故のリスクマップ（赤リスク高） 

 
(5) Bicycle Compatibility Checklist（BCC）
の開発 
自転車に配慮した道路空間（自転車歩行者

道・自転車レーン・自転車道）を、利用主体
別（歩行者・自転車・自動車）、時間帯・目的
別（通勤・通学・買い物）に評価するチェッ
ク リ ス ト BCC （ Bicycle Compatibility 
Checklist）を開発した（表 3、表 4）。特徴
は以下の通りである。 



①利用者の立場で現状の自転車道を実際に評
価できるチェックリストである。 
②「問題発見型のチェックリスト」をベース
に、総合的な評価が可能である。 
③自転車利用者は属性が限定されず、幅広く
利用されているため、個人により問題意識が
変わってくる。また時間変動も重要である。

そこで、さまざまな主体別に時間帯による交
通の変化を反映したチェックリストを作成す
るため、自転車の区分を「通勤」「通学」「買
い物」とした。 
 このチェックリストを用いることにより自
転車通行帯整備の事前事後を定性的に評価す 
ることが期待できる。

表 3 BCC の評価項目 

評 価 項 目 

道路構造 区間長 方向別交通量

沿道状況 季節変動 ピーク時刻 

道路勾配 時刻変動 バス停位置 
基本項目 

交通量  

① 道路構造     （6） ⑥ 駐車・駐輪  （3）

② 路面          （4） ⑦ 標識・標示  （6）

③段差・縁石    （5） ⑧ 障害物       （5）

④交差点・横断  （6） ⑨ その他       （4）

Ⅰ．自転車道 

評価 

⑤ バス停        （6）  

(A)自転車のコンフリクト （27） 

(B)歩行者のコンフリクト （10） Ⅱ．共存性評価 

(C)自動車のコンフリクト  （8） 

付近の施設について 標示について 
記入欄 

特殊な点・工夫点 交通指導など 

表 4 BCC の評価様式（一部） 

 

 
(6)BCC を用いた先進事例の評価 

各地で出現している自転車対応型道路の先
進事例を、開発したチェックリスト BCC と満
足度評価手法を用いて評価することにより、
先進整備事例の妥当性を検討した。 
自転車道 10 箇所，自転車レーン 6箇所，自転
車歩行者道 4箇所の先行事例を評価した結果，
自転車道と自転車レーンは整備する際の留意
点をほぼ満たしているが，走りたいと思う満
足度は自転車道のほうが高いことが判明した。 
 
(7)自転車対応型道路の整備戦略の構築 

以上の知見を総合化し、自転車交通計画の
目標像を明確にして、自転車対応型道路の整
備計画指針を作成した（図 3）。 
①根本的に重要なことは、「歩行者優先・自転
車は車両」の原則に加えて、道路構造や交通

システム、利用者ニーズの地域性を踏まえた
「適時・適材・適所」の原則である。 
②二つの原則（「歩行者優先・自転車は車両」
と「適時・適材・適所」）の基で、道路・交通
管理者や利用者に受容性の高い[自歩道（遅い
自転車）と自転車レーン（速い自転車）の併
用]により自転車通行帯の選択肢を増やすこ
とは現実的な施策と考えられる。 
③現段階では自動車交通流を制限することは
極めて困難な情勢であるが、自動車交通を抑
制することが可能であれば、その抑制レベル
に応じて自転車快適走行レーンを増加させ、
順次段階的に歩道から遅い自転車を転換させ
ることができる。そして最終的には、自転車
レーンを中速帯として整備して次世代モード
を位置づけることが可能と考えられる。  
④自転車の周辺に立ち乗りスクターや電動原



付等の新しい中速モードが登場しているが、
これらのモードが早い時期に普及することを
想定する場合には、自転車等の中速帯整備を

一層現実的な施策として推進し、歩道や車道
にあふれ出す中速モードを中速帯に集約する
ことが最良の策である。

 

 

図 3 自転車対応型道路の整備戦略 
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